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                     文責 宮司 細江雅紀 

初詣 どんど祭 多くの皆様にお参りいただきありがとうございました 
                                                   

古いお札を燃や

し、拝殿でお祓い

を受けた後、お汁

粉（ぜんざい）

を戴く、という一

連の行動パター

ンが定着していま

す。多くの人が押し寄せてもトラブルが起きません。日本人の素晴らしさを実感しています。お汁粉は 3200 余杯が出

ました。役員さん・女性陣の奮闘に感謝です。「お汁粉接待」に孫娘がデビューしてくれたことも小さな喜びです。 

節分祭   年男 撒くや福豆 幸多く   福は～内 鬼は～外!! 

       

福豆まき  中野さん（花里 3）              吉本さん（名田 5）                  姓名奏上祈祷 

   

   お多福くぐり （大学同期の宮司【広島県呉市高尾神社】よりヒントを得て今年からはじめてみました） 

福をくぐって控室へ、福の中に吸い込まれていく感覚になっていただきたいという企画です。控室での待ち時間には世

間話に花が咲きます。受付・誘導など役員さんのお陰でスムーズに斎行できました。恒例の福豆撒き（年男）を務

めていただいたのは、神社役員の中野彰さん（花里 3）・吉本敏彦さん（名田 5）でした。お疲れさまでした。 

回覧 令和 8 年 2 月 4 日 


